
都市の時代の断層が生み出した遺構エレメントを衣服とみたて、それらを都市の中で脱がせたり着させするマヌカンのような建築を提案する。

時のマヌカン

第 2 章　 - マヌカンのようにつくる -

　一般的にマヌカン（マネキン）とは衣服の展示に使われる等身大の人形のことである。

本研究では衣服が建築因子でありマヌカンが建築である。マヌカンの衣服を美しく見せ

る展覧性・衣服を取り換えることのできる着脱性・衣服のサイズに合わせた形態である固

有性を設計する建築に取り入れる。

第 1 章　 - 解体と保存と再構築 -

歴史のあるエリアではあらゆる時代の断層が生み出した構築物が至るところに堆積して

る。多くは解体され廃棄物になるが、都市の財産として停滞に向かう風景を動かす因子で

もある。解体により敷地から解放された遺構エレメントを装う建築を都市の中に設計す

ることで都市の形態の維持と更新の可能性を提唱する。

解体される小さなランドマーク

コンセプトモデル

固有な形態

美しく見せること

着脱できること

帯の岩崎/レリーフ

RON /タイポグラフィ

RON /パラペット

中島米店/パラペット

中島米店/戸袋

テーラー堀屋/戸袋

除虫菊/戸袋

茅場橋/欄干手前

久安橋/欄干

茅場橋/欄干

紅/タイポグラフィ

すどう/タイポグラフィ

壽堂/タイポグラフィ

フクダ工業/腹巻

塙歯科医院/レリーフ

桃乳舎/欄干

魚喜/窓枠

桃乳舎/パラペット

中村商店/パラペット

一誠/デンティル

小倉理髪店/コーニス

除虫菊/戸袋

テーラー堀屋/パラペット

魚喜/コーニス

麻雀明朗/パラペット

一誠/パラペット

安藤証券/柱

フィリップ証券/柱頭

山二証券/デンティル

ハリオグラス/柱

小川歯科医院/パラペット

平沢理髪店/欄干

丸大堂/タイポグラフィ

フィリップ証券/コーニス

郵船兜町ビル/コーニス

ハリオグラス/装飾

山二証券/窓枠

第二井上ビル/柱

山二証券/外装材

第二井上ビル/外装材

郵船兜町ビル/外装材

フィリップ証券/ペディメント

山二証券/ペディメント

ハリオグラス/ペディメント

フィリップ証券/柱

フィリップ証券/装飾

東陽ビル/レリーフ

山二証券/窓枠

中島米店/腹巻

定兼米店/腹巻
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関東大震災 東京大空襲 東京オリンピック 平成の再開発期 東京オリンピック明治維新江戸のはじまり

戦争復興期 昭和後期 再開発期

第 5 章　 - 建築因子を含む構築物 -

フィールドワークと文献調査により現存する旧日本橋地区の時間因子

を含む構築物を収集し、各時代に位置づけする。本調査により旧日本橋

地区においては震災復興期のヴォリュームが膨大であるとわかった。

桃乳舎 1933 年ex.

　建築因子をアルド・ロッシの提唱する都市創成物と比較しながら定義する。都市は建築からできており建築は部材からできている。ロッシが都市的創成物を建築レベルで唱えているの

に対し、本研究ではさらに分解し建築のエレメントレベルの都市的創成物として建築因子を定義する。以下都市創成物と比較した建築因子の図表である。また例外として重要文化財など

半永久的に建築から離れないモノは建築因子の定義から外す。

第 3 章　 - 建築因子の定義 -

都市創成物都市 建築因子

建築が都市の形態を維持 部材が建築の形態を維持

敷地に留まることによる永続性 遷移することによる永続性

過去の形態の継承と機能の変更 過去の形態の継承と転材的変容

時間因子の事例/旧村井銀行ペディメント都市創成物の事例/Palazzo della Ragione

＞ ＞



タイプ別

看板建築

震災復興橋

銀行建築震災復興期

高度経済成長期
文明開化期

江戸形成期

A+B A

B

元
の
高
さ

cafe

ofice

shop

shop

gallery library

〔 時代の保存 〕 

(ⅰ) 建築計画
都市の中の時間軸 着脱のヴォイド 2立面１平面に配する 時間因子のマッピング 立面を引き出す 都市のモジュール 湿式から乾式へ 複合施設の提案 

(ⅱ) 配置計画 (ⅲ)構成計画 (ⅳ) 立面計画 (ⅴ) 断面計画 (ⅵ) 構造計画 (ⅶ)詳細計画 (ⅷ) 機能計画

〔 ビルディングタイプの保存 〕 〔 視線の保存 ］ ［ Tangible ］ ［ 着脱性］

第 8 章　 - 設計手法 : 立面から建築へ -

第5章の調査結果により各年代で現存するモノにばらつきが出た。そこで旧日本橋エリアにおいてはその個数と形態を検討し、文

明開化期からオブジェを、震災復興期の看板建築・銀行建築・震災復興橋から建築を、経済成長期からはファサードを設計する。

第 9 章　 - マスタープラン : 　　　　　　　-都市の時間軸

S I T E

S I T E

江戸切絵図（江戸時代）より 東堀留川写真

旧日本橋地区
現況

1590年

提案
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△屋根伏せ線

2 t クレーン車軌跡

2 t クレーン車軌跡

山二証券 / 外装材

旧村井銀行 / ペディメント

首都高 / 装飾

フィリップ証券 / ペディメント

フィリップ証券 / ペディメント

第二井上ビル / 外装材

郵船兜町ビル / 外装材

ハリオグラス / ペディメント

山二証券 /  外装材

山二証券 / ペディメント

久安橋

2 t クレーン車軌跡

茅場橋

茅場橋

箱崎町護岸

震災復興期 / 建築

高度経済成長期 / ファサード

文明開化期 / バス停

対象敷地を旧日本橋内にある堀留児童公園の北側とする。堀留児童公園は江戸形成

時に河川が流れていた場所であり物流の拠点として栄えていた。現在は埋め立てら

れそのリニアな形状がそのまま公園となっている。リニアな形状を最も古い時代区

分である江戸形成期のモノとして読み替え、北側に時代が進むようにオブジェ・建

築・ファサードを計画し都市の中に時間軸を形成する。

1 9 2 7年

テーラー堀屋

パラペット

1 9 2 7年

定兼米店

パラペット

1 9 2 7年

一誠

パラペット

1 9 2 8年

麻雀明朗

パラペット

1 9 2 6年

中村商店

パラペット

19 3 0年

小川歯科医院

パラペット

19 2 8年

伊勢利

パラペット

19 2 7年

一誠

デンティル

1 9 2 7年

RON

タイポグラフィ

1 9 2 7年

テーラー堀屋

パラペット

1 9 3 0年

久安橋

欄干

1 9 6 3年

首都高

外装材

19 2 7年

テーラー堀屋

戸袋

19 2 8年

平沢理髪店

欄干

19 1 3年

旧村井銀行

ペディメント

19 3 3年

桃乳舎

欄干

19 2 6年

中島米店

パラペット

1 9 2 7年

RON

パラペット

1 9 2 9年

フクダ工業

腹巻

19 3 3年

桃乳舎

パラペット

1 9 2 8年

魚喜

コーニス

19 2 6年

中島米店

腹巻

19 2 7年

RON

コーニス

1 9 2 6年

中島米店  戸袋

192 7年

除虫菊

戸袋

1 9 2 7年

除虫菊

戸袋

19 2 9年

旧千代田書店

ピラスター

19 2 7年

帯の岩崎

レリーフ

19 3 0年

塙歯科医院

レリーフ

19 2 8年

佐野時計店

タイポグラフィ

1 9 2 9年

丸大堂

タイポグラフィ

19 2 7年

除虫菊

ピラスター

19 2 8年

すどう

タイポグラフィ
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壽堂

タイポグラフィ
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19 3 6年
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第二井上ビル

外装材

19 1 3年

郵船兜町ビル

外装材

19 3 6年

山二証券

デンティル

1 9 3 6年

山二証券

窓枠

1 9 3 2年

ハリオグラス

装飾

19 3 5年

フィリップ証券

装飾

19 3 6年

山二証券

窓枠

19 3 1年

東陽ビル

レリーフ
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フィリップ証券

コーニス

19 2 9年

茅場橋

欄干
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複合施設の提案

(ⅷ)機能計画

周辺環境や現在都市の中で不足している機
能をリサーチし、店舗・ギャラリー・オフィス・
カフェなどのプログラムを挿入する。

看板建築

震災復興橋

銀行建築  

2立面１平面に配する

(ⅱ)構成計画

〔ビルディングタイプの保存〕より震災復興期の
看板建築、銀行建築、震災復興橋の建築因子を周
辺の環境などから図のように2つの立面と1つの
平面にゾーニングする。

タイプ別

元
の
高
さ 建築因子のマッピング

(ⅳ)立面計画

この建築は立面から決まる。建築因子を〔 視線の保存  
〕に従い垂直座標はオリジナルのポジションに、水平座
標は同じ種類の建築因子をまとめてマッピングする。



プレキャストコンクリート

伊勢屋 /ペディメント

桃乳舎 /パラペット

桃乳舎 /欄干

コンクリート打ち放し

コンクリート洗い出し仕上げ石材

基礎

捨てコンクリート

プレキャストコンクリート

office

library

cafe 3000
2880

2920

▽3FL

▽RL

▽2FL

▽GL

2100

立面を引き出す

(ⅴ)断面計画

立面から断面を考える。 〔T a n g i b l e〕よ
り人がアプローチできるよう立面を引き
出す。その時にできた外部空間と元々あ
る内部空間を建築因子のケースが繋い
でいく。

フィリップ証券/装飾フィリップ証券/柱 小川歯科医院/パラペット 伊勢利/パラペット

桃乳舎/パラペット

桃乳舎/欄干

定兼米店/腹巻

銀行建築面　1 : 2 0  m o d e l 看板建築面　1 : 2 0  m o d e l

丸大堂/タイポグラフィー

佐野時計店/タイポグラフィー

安藤証券/柱

フィリップ証券/コーニス郵船兜町ビル/コーニス

山二証券/エントランスハリオグラス/外装材（柱）
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都市のモジュール

(ⅵ)構造計画

構造は立面から決定された3つの断面
フレームを連続させる。フレームのスパ
ンは立面のマッピングから決定し、柱の
直径も現存する建築因子を纏う柱の寸
法から抽する。

A+B FRAME =看板+銀行建築

A FRAME = 看板建築B FRAME = 銀行建築

ストラクチャーモデル

A+B A

B

都市のモジュール

(ⅵ)構造計画

構造は立面から決定された3つの断面
フレームを連続させる。フレームのスパ
ンは立面のマッピングから決定し、柱の
直径も現存する建築因子を纏う柱の寸
法から抽する。

着脱のヴォイド

(ⅲ) 配置計画

建築因子の搬入搬出は2 tクレーン車（外寸
：長さ×幅×高さ=5 9 9 0×1 9 0 0×2 7 9 0 )
で広場から着脱することを想定し、車両が
入るようにヴォリュームを変形させる。


